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　子育て支援・福祉の啓発活動として、九戸小学校新入児童25名にお祝い品（名前入り三角鉛筆）
を贈呈しました。
　併せて、福祉への興味・関心に繋がるよう、社会福祉協議会・共同募金に関するパンフレットを配
布しました。

新入児童へお 祝 い
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九戸村社会福祉協議会
新役員のご紹介

　�当協議会において、任期満了に伴う役員と評議員の改選が行われました。
会長には日向和彦理事が再任されました。
選出された新役員と新評議員の皆さまをご紹介します。

　去る6月23日の理事会において、会長に再任されました日向和彦でござ
います。令和3年6月14日に会長初就任以来、3期目となります。
　その間には新型コロナ感染症への対応に追われた期間もございましたが、
在宅サービス事業、地域での福祉活動等事業の推進が停滞することのない
よう、役職員一丸となって取り組んでまいりました。
　また、現在九戸村は、人口減少、少子高齢化が顕著に進み、高齢化率が
46.7％（令和7年3月末）、加えて社会的孤立や経済的生活困窮、8050問
題等、住民が抱える問題は、複雑化・多様化しております。
そのような状況のもと、令和5年度において第2期九戸村地域福祉活動計

画（令和6年度～令和10年度）を作成いたしました。「ともに生き、ともに育み、安心して暮ら
せる地域社会を目指して」を基本理念に4つの基本目標を掲げ、新しい取組み、また既存の事業
をさらに推進するとともに、子供から高齢者、障がいのある方まで地域で生活するすべての人が、
安心して生活ができる地域づくりを目指して、事業を推進しております。
　さらに、本年度からは、村当局の委託事業として新規事業「生活支援体制整備事業」を受託し、
直接住民のみなさまの「声」を伺いながら、「身近な社協」をモットーに住民のための地域に根
差した支援体制の整備を進めてまいります。
　結びに、今後益々、行政・各関係機関との連携・協働体制を強化し、また社協の役割を強化・
再構築し、住民の皆さまのご理解、ご支援をいただきながら、九戸村の福祉を進めてまいります。

任期 : 令和7年 6月 23日～令和 8年度会計に関する定時評議員会の終結の時まで

任期：令和 7年 6月 23日～令和 10年度会計に関する定時評議員会の終結の時まで

社会福祉法人九戸村社会福祉協議会役員

社会福祉法人九戸村社会福祉協議会評議員

日向 和彦　会長

役職名 氏　名 所　 属　 団　 体　 等 役職名 氏　名 所　 属　 団　 体　 等
会　長 日　向　和　彦 有 識 者 理　事 南　　　雄二郎 九戸村老人クラブ連合会
副会長 山　口　忠　一 九戸村民生委員児童委員協議会 理　事 葉　澤　　　博 社会福祉法人九戸福祉会
副会長 安　藤　サチ子 九戸村ボランティア連絡協議会 監　事 髙　橋　治　巳 税 理 士
理　事 平　中　昭　夫 九 戸 村 身 体 障 害 者 協 会 監　事 中　山　義　明 九 戸 村 監 査 委 員
理　事 上　村　　　昇 九戸村議会産業民生常任委員会

氏　名 選　任　区　分 氏　名 選　任　区　分
皆　川　真　紀 地 　 域 　 代 　 表 髙　岡　京　子 九戸村民生委員児童委員協議会
古　舘　英　一 地 　 域 　 代 　 表 細　川　富　雄 九戸村民生委員児童委員協議会
滝　谷　美枝子 地 　 域 　 代 　 表 久　保　一　男 九 戸 村 老 人 ク ラ ブ 連 合会
下　村　美江子 九戸村ボランティア連絡協議会 晴　山　美佐子 九 戸 村 保 健 推 進 員 協 議会
中　村　博　幸 社会福祉法人九戸福 祉 会

　今回ご退任となりました、前理事　髙﨑覺志 様、川戸茂男 様、和蛇田達也 様、前評議員
下斗米光昭 様、石川正 様、長きにわたり大変ありがとうございました。
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　�　令和７年度定時評議員会において、令和６年度の事業報告ならびに収支決算報告が承認され
ました。皆様からご協力いただいた会費及び補助金収入、受託金収入、介護保険収入を財源として
様々な事業に取り組みましたので、ご報告いたします。

ボランティア活動推進事業法人運営事業
　当協議会の基盤事業であり、法人運営の効率
化・組織強化を図るとともに、住民の参加と財政
基盤の確立を目的として全世帯の加入を推進し、
87.7％にあたる世帯より会費のご協力をいただき
ました。

　一般会費収入　1,269,800 円（1,814 世帯）

 水中ウォーキング事業
　水中で負荷を軽減した運動を行うことで体力の
維持増進を図り、介護予防に資することを目的と
して実施。
　・週２回開催、年間開催 97回　延	491 名

地域福祉事業
○移送サービス事業
　�　村内に居住する高齢者等を対象として、病院
への定期通院時で月 2回を限度とし、車椅子仕
様車、及びストレッチャー仕様車での移送サー
ビスを実施。

　・利用者延件数	 15 件

○給食サービス事業
　�　食の自立支援事業として、独居高齢者・高齢
者世帯の希望者に対し、安否確認を兼ねて週２
回（水曜日・木曜日）昼食を提供。
　・登録者数　32名　年間配食数　1,350 食

○金婚式開催事業
　結婚 50年以上を迎えたご夫妻へのお祝い

　・令和 6年 11月 8日　参加ご夫婦　13組

　ボランティアの育成を図ると共に、各ボランティ
ア団体活動への支援、各関係機関との連絡調整、
企画立案等行い、ボランティア活動の推進に務め
ました。

○ボランティア登録者数
　・個人 53名、　団体 15団体（236名）

○ボランティア育成事業
　・災害ボランティア講習会　参加者 30名
　・キャップハンディ体験学習　伊保内小学校

○ボランティア活動事業
　・声の広報朗読ボランティア　延 84名

　・地域ごとふれあいサロン　5カ所　延 64回
　　　参加者 822名、ボランティア 203名

　・給食サービス配達ボランティア　
　　　延 209名　提供回数 100回

　・修繕ボランティア　19回

　・福祉バザーガレージセール
　　　年 2回、延 5団体 45名

　・子育てサロン（はまなすっこ広場）
　　　参加親子延 43組、ボランティア延 20名

　・居住手作り会 12回

　・おでかけサロン
　　　令和 6年 8月 29日　参加者 23名 

令和 6年度事業報告

 訪問介護事業
　介護認定者を対象として、居宅において家事援
助、身体介護、通院介助等日常の生活支援を実施。

○介護予防・日常生活支援総合事業
　・年間利用者　延 536名　

○要介護
　・年間利用者　延 1,737 名　　　　　　　　　　  

デイサービス事業
　日常生活支援を行い、閉じこもり防止、いきが
いづくり、介護度進行の抑制等を目的として、介
護予防、介護認定者のデイサービス事業を実施。　

○介護予防・日常生活支援総合事業
　・年間利用者　延 2,652 名　

○要介護
　・年間利用者　延 2,950 名　
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総合福祉センター管理運営事業
　総合福祉センターでは、デイサービスセンター、
ヘルパーステーション、訪問看護ステーション、
障がい者地域活動支援センター、居住部門、当協
議会等が業務を実施している他、機能回復訓練室
の各機器及びカラオケルームは、デイサービスで
の使用時間帯を除いて、広く住民に開放しました。

○居住部門
　・令和 6年度末入居者　6名

九戸村福祉基金造成事業

ひとり暮らし高齢者の集い事業

　村全体の福祉に活用することを目的として、各
団体・個人等からの寄付金を基金として積み立て
を実施。

　・令和6年度末福祉基金積立額　26,772,844円

　「いきいきふれあい集会」を開催し、ひとり暮ら
し高齢者が顔を合わせ歓談を通して孤独感の解消
や親睦を深める目的とし実施。

　・令和6年11月29日　参加者51名

 助け合い金庫運営事業
　生活上又は医療継続上、その他生計維持のために
一時的に現金を必要とし、かつ他から融資を受ける
ことのできない方を対象として貸し付けを実施。

　・令和 6年度新規貸付	 1 件
　・令和 6年度末貸付残高	 8 件　306,500 円

		  生活福祉資金運営事業
　岩手県社会福祉協議会からの貸付・債権回収業務
の受託事業で、民生委員の協力を得ながら、所得の
少ない世帯、障がい者世帯、要介護者世帯、高齢者
世帯等に対して、経済的自立と生活意欲の助長、社
会参加の促進を図ることを目的として実施。

　・令和6年度末貸付在高	 12件
　・令和6年度新規貸付　	 0件
　・令和6年度生活困窮等に関する相談	 78件

共同募金助成事業
　県共同募金会からの配分金を財源として、各福
祉団体・施設への配分、および福祉活動への援助
を行うと共に、歳末たすけあい配分委員の協力の
もとに低所得者世帯等への助成活動を実施。

○おでかけサロン事業　参加者 23名

○ヤクルト給付事業　　利用者２名

○買い物支援事業　23回実施　利用者延 276名

○活動支援センターエール助成事業

○福祉協力校助成事業　村内７校の福祉活動を支援

○子育て支援事業
　　子育てサロンの実施、サロン室の開放

○ベビーシートレンタル事業　　延 7名

○ボランティアセンター運営事業

○ボランティア育成事業　手話入門講座　参加者 7名

○ボランティア連絡協議会助成

○スノーバスターズ活動事業　
　　見守り・除雪ボランティア　4回　延 26名

○ボランティア活動保険　202 名加入

○健康福祉大会　12月 8日開催
　・福祉事業功労者会長表彰　５名
　・福祉事業功労者感謝状　１団体
　・岩手県共同募金会会長感謝状の伝達　３団体

○心配ごと相談事業
　　弁護士による無料法律相談を実施
　　・実施回数　 6 回　相談者延件数　16件

○リユース事業
　　制服等 27着譲渡 チャイルドシート２台譲渡

○広報活動事業　社協だよりを年４回発行

○総合相談事業

○歳末たすけあい助成金
　・在宅者助成	 98 名
　・施設助成　村内 3施設	 利用者 111名
　・地域福祉活動費助成　村内 3施設	 利用者 184名
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 障がい福祉サービス事業
　障がい者が地域社会で自立した生活を送ること
ができるよう、居宅介護事業（ヘルパー派遣事業）
を実施。
　・令和 6年度末登録利用者	 4 名
　・派遣回数	 延 196回

 地域活動支援センター（エール）運営事業
　障がい者が地域において自立した日常生活また
は社会生活を営むことができるよう、創作的活動・
生産活動の機会の提供と社会との交流を図るため
実施。
　・支援センター開所日数	 238 日
　・令和 6年度末登録利用者	 5 名
　・利用者	 延 292名

 学童保育事業
　勤労世帯等における小学校児童のうち、放課後
等に保護を要する低学年を中心とした児童を対象
として、遊びや生活の場を提供し児童の健全育成
を図るため、村から受託し実施。
　・令和 6年度末登録者	 49 名
　・令和 6年度利用者	 延 7,269 名

 高齢者就労支援事業
　高齢者が追加的収入を得るとともに、健康を保
持し、生きがいをもち、地域社会に貢献すること
によって、より有意義な生活を送ることができる
よう、九戸村シルバー人材センターとともに村内
の高齢者の就労推進を実施。
　・令和 6年度末会員	 64 名
　・令和 6年度受注	 390 件
　・令和 6年度受注金額	 18,569,589 円

　令和７年６月 １２日（木）　高齢者や障がい者の見え方や聞こえ方、体の動きを体験し接し方を学ぶこと
を目的に「キャップハンディ体験」を開催しました。児童からは、「困っている人に気づいたら声をかけて
あげたい」などたくさんの声がありました。

地域訪問支援事業
　住民が住み慣れた地域で孤立することなく安心
して、自分らしく暮らし続けることができるよう、
安否確認や見守りによる生活課題の早期発見、必
要なサービスや専門機関へのつなぎを目的に実施。
　・世帯訪問　　　　延 380件
　・住民支え合いマップづくりの普及活動
　　　新規作成行政区１件、更新行政区１件

居宅介護支援事業
　対象者の生活機能、健康状態等を把握し、対象
者に最もあったケアプランを作成するとともに、
それに基づいて指定居宅サービス事業者との連絡
調整等を実施。
　・令和 6年度ケアプラン作成	 954 件
　・令和 6年度末サービス提供	 77 名

日常生活自立支援事業
　高齢者や障がい者が地域で安心して生活が送れ
るよう福祉サービスの利用手続きの援助や代行、
またそれにともなう日常的金銭管理を実施。
　・令和 6年度末利用　　0件

福祉団体等への支援活動
 　団体事務局を行い、各団体の活発な活動に繋げ
ることを目的として、支援活動を担いました。
　・九戸村共同募金委員会事務局
　・九戸村老人クラブ連合会事務局
　・九戸村身体障害者協会事務局
　・九戸村ボランティア連絡協議会事務局
　・九戸村シルバー人材センター事務局

「高齢者・障がい者疑似体験および車椅子体験学習」　　　　　　　　　　九戸小学校４学年
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収入の内訳 支出の内訳

収入
138,443,414円

支出
131,817,219円

その他(0.44%)
607,423円

介護保険事業
(45.69%)
63,250,694円

積立資産取崩
(0.26%)
貸付金
(0.02%)
受取利息配当金
(0.02%)
他(0.14%)

受託金
(44.42%)
61,499,403円

事業収入
(1.33%)
1,846,510円

会費(0.92%)
1,269,800円

寄附金(0.62%)
862,500円　

負担金
(0.42%)
580,800円　

障害福祉サービス等
事業(0.32%)
442,280円

経常経費補助金
(5.84%)
8,084,004円

人件費
(63.37%)
83,526,182円

事業費
(22.09%)
29,117,038円

事務費
(9.13%)
12,034,703円

助成金(0.36%)
471,000円

基金積立資産
(0.12%)
163,259円

負担金
(0.09%)
120,600円

貸付事業
(0.02%)
30,000円

共同募金配分金
事業費
(1.72%)
2,271,533円

固定資産取得(1.06%)
1,396,265円

積立資産
(2.04%)
2,686,639円

令和6年度決算報告

（単位：円）

資　産　の　部 負　債　の　部
科　　目 金　　額 科　　目 金　　額

流動資産 66,355,451 流動負債 9,667,562
固定資産 42,371,135 固定負債 1,451,859
（基本財産） 1,000,000 負債の部合計 11,119,421
（その他の固定資産） 41,371,135 純　資　産　の　部

基本金 100,000
基金 26,772,844
国庫補助金等特別積立金 487,703
その他積立金 6,500,000
次期繰越活動増減差額 63,746,618

純資産の部合計 97,607,165
資産の部合計 108,726,586 負債及び純資産の部合計 108,726,586

貸借対照表

資金収支計算書

デイサービスセンターより
　当協議会では、月曜日～金曜日にデイサービスを実施しています。お風呂に入り、昼食を食べ、趣味活
動やゲームでゆったりのんびり過ごしています。
　デイサービス利用に関する相談、見学等にも対応いたしますので、お気軽にお問い合わせください。　
　（お試し利用もできます!！）

　７月２日（水）九戸中学校の 2年生 1名がデイサービスの職場体験を行い
ました。　
　頑張って取り組まれていて、利用者様も楽しそうで良かったです。是非、
福祉センターのデイサービスで仕事をしてくださると嬉しいです。
� （デイサービス管理者より）
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　九戸村ボランティア連絡協議会の任期満了に伴う役
員改選が令和７年度の総会で行われ、会長には細屋あ
つまらんか代表の細川育子さんが再任されました。
　任期は令和７年４月～令和９年３月までとなります。

　６月７日（土）子育て支援・SDGｓの推進を目的
として、おさがり交換会を開催しました。
　今回が初開催となり、少ない参加者となりましたが
「おさがりは大変ありがたい」と喜ばれていました。

　伊保内婦人会、はまなすの会、社会福祉協議会親睦
会の皆さんが参加しました。
　売上の20％はボランティア連絡協議会の福祉への
寄付活動に役立てられます。

　毎月１回、福祉センター２階居住部門で、伊保内婦
人会のみなさんのボランティアによる手作りランチが
ふるまわれています。美味しいごちそうの後は、一緒
に「北国の春」を合唱し楽しみました。

　ご協力ありがとうございました。　ご協力ありがとうございました。

九戸村老人クラブ連合会体育祭

ボランティア連絡協議会

おさがり交換会

福祉バザー 【７月７日（月）まさざね館駐車場】

居住「手作り会」

ボランティアのひろばボランティアのひろば

「できる時に」「でき
る人達で」「できる事」
をボランティアしま
しょう。

細川育子　会長

　令和7年6月27日（金）村体育センターにおいて、第38回九戸村老人クラブ体育祭が開催されました。
　単位クラブ6チームの参加により熱戦が繰り広げられました。
　●優勝　伊保内笑和会　　　●準優勝　戸田老人クラブ　　　●第３位　喜楽会
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社会福祉法人
九戸村社会福祉協議会
〒028-6502　九戸村大字伊保内7-39-4
　　　　　　　（九戸村総合福祉センター内）
TEL 0195-41-1200   FAX 0195-42-2064
ホームページアドレス 
http://www.kunohe-shakyo.jp/

「災害義援金」の報告及び募集について R7.6.30現在
【令和６年大船渡市赤崎町林野火災による災害義援金】

　九戸福祉会職員	４，９１２ 円
　圓通寺	 ５８，３５８ 円
　九戸村役場職員	３，０８７ 円

ありがとうございました。
　寄せられた義援金は配分基準に基づき被災者へ配分
されます。
　詳しくは、下記へお問い合わせください。
　・岩 手 県 共 同 募 金 会　☎019-637-8889
　・九戸村共同募金委員会　☎0195-41-1200

リユース事業

心配ごと相談所　（無料法律相談）  

福祉サービス苦情解決相談窓口を設置しています

ご寄附・ご寄贈ありがとうございます
「ベビーシート」 チャイルドシート」のレンタル
　�　村内在住の新生児からおおむね満1歳までの乳児、
または帰省等により一時的な利用が必要な乳児を対
象とした無料貸出を実施しています。

「チャイルドシート」「制服」の譲渡
　リユースによる譲渡を実施しています。

　�　使わなくなったベビーシート、チャイルドシート、
制服等が眠っていませんか？
　　必要な方のために、ぜひお譲りください。
　�　当協議会でクリーニング、メンテナンス後必要な
方に譲渡します。
　　※最新の在庫はホームページでご確認ください。
　　問合せ先　九戸村社会福祉協議会　☎ 0195-41-1200

　相続、多重債務、離婚問題、振り込め詐欺等、様々
なことでお悩みの方は、お気軽にご相談ください。

時　間　13：30～ 15：30
　　　　（相談時間　１人 30分　定員４名）
場　所　九戸村総合福祉センター
申込先　九戸村社会福祉協議会（☎ 0195-41-1200）
　※事前予約が必要となります。
　※相談内容の秘密は守られます。

　当協議会で提供している福祉サービスについての苦
情等の相談窓口を設置しています。
＜相談、苦情等の受付先電話番号＞
　☎ 0195-41-1200

〈相談、苦情等の受付担当者〉
　安達さつき、久保田知美

〈第三者委員〉小田野幸、日影惠子
　�　なお、下記においても苦情相談の受付をおこなっ
ておりますので、気軽にご相談ください。

〈岩手県福祉サービス運営適正化委員会〉
　☎ 019-637-8871

〔令和７年６月３日〕
　匿名　車イス、シルバーカー、リハビリパンツ
　デイサービス事業等で使用させていただきます。

〔令和７年７月３日〕
　伊保内中学校昭和 39 年会　様　23,947 円
　　いただいた寄附金は、福祉基金に積み立てられ、
　村全体の福祉に役立てられます。

〔令和７年６月２日〕
　九戸村ボランティア連絡協議会　様
　�　毎年開催している「福祉バザー」の売
上金から、掃除機を寄贈いただきました。
　九戸村学童クラブで活用いたします。

チャイルドシート

開設日 担当相談員
9 月 18日（木） 上山　信一　弁護士
11月 12日（水） 橋本　　剛　弁護士

ベビーシート（体重13kgまで使用可）

インフォメーション・ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ


